
  

 

 

 

 

 

地域公共交通網形成計画について 

~地域公共交通網形成計画作成のための手引き（国土交通省）より~ 
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１．地域公共交通網形成計画の背景 

人々が自立した生活を営む上では“移動”は欠かせないものですが、近年のモータリゼーションの進展

や人口減少、少子高齢化など、公共交通を取り巻く状況は厳しさを増しています。公共交通ネットワー

クの縮小やサービス水準の一層の低下が、更に公共交通利用者を減少させることになるなど、いわゆる

「負のスパイラル」に陥っている状況が見られ、このままでは地域で公共交通が成り立たなくなる可能性も

あります。 

地域公共交通の維持・改善は交通分野の課題解決にとどまらず、まちづくり、観光、更には健康、福

祉、教育、環境等の様々な分野で大きな効果をもたらします。しかし、地域によって抱える課題は様々

であり、解決すべき課題が異なれば地域における公共交通の“必要性”や“在り方”も異なってきます。こ

れまで公共交通計画は民間事業者を中心に検討されてきた地域も多いですが、この枠組みを見直し、

地域の総合行政を担う地方公共団体が中心となって、地域戦略の一環として持続可能な公共交通

ネットワークの形成を進める必要があります。 
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２．地域公共交通網形成計画の目的・特徴 

前項の背景を踏まえ、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（活性化再生法）の改正

が平成26年11月 20日に施行され、地域公共交通網形成計画の策定ができるようになりました。こ

の計画は、地域公共交通の現状・問題点、課題の整理を踏まえて、公共交通ネットワーク全体を一体

的に形づくり、持続させることを目的に、地域全体の公共交通システムの在り方、住民・交通事業者・

行政の役割を定めるものです。 

 

地域公共交通網形成計画は、交通政策基本法の基本理念に即し、 

①地方公共団体が中心となり、 

②まちづくりと連携し、 

③面的な公共交通ネットワークを再構築する  ことが求められています。 

 

 

 

地域にとって望ましい公共交通網のすがたを明らかにするマスタープラン 
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３．地域公共交通網形成計画の検討視点 

地域公共交通網形成計画は、基本方針に従い、区域、具体的目標、課題、実施手段、利用

促進策などを整理し、まちづくりとの連携や地域全体を見渡した公共交通ネットワークの再構築を含

む計画として策定します。 

なお、地域公共交通網形成計画において留意すべき事項を考慮しつつ、地域公共交通の活性

化及び再生に関する法律第５条第２項に基づき、以下の項目に沿って整理します。 

 

【地域公共交通網形成計画において留意すべき事項】 

 

①まちづくり、観光振興等の地域戦略との一体性の確保 

②地域全体を見渡した総合的な公共交通ネットワークの形成 

③地域特性に応じた多様な交通サービスの組み合わせ 

④広域性の確保 

⑤住民の協力を含む関係者の連携 

⑥具体的で可能な限り数値化した目標設定 

 

【検討項目】 

 

○基本的な方針 

○計画の区域 

○計画の目標・期間 

○目標達成に向けた主要施策 

○計画の達成状況の評価に関する事項 

○その他、計画の実施に関し必要と認める事項 

○都市機能の増進に必要な施設の立地の適正化に関する施策との連携その他持続可能な

地域公共交通網の形成に際し配慮すべき事項 
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４．地域公共交通網形成計画作成のメリット 

地域公共交通網形成計画の作成意義（メリット）は、主に以下のものがあります。 

 

 

 

 

 

 


